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デザイン価値

機能価値

ストーリー価値

顧客が感じる価値構造モデル

顧客が最初に認識する価値で、
外観や見た目で構成されるもの。
アイコン・イメージの形成が重要となる。

他社と比較可能な価値で、
中味や効能で示されるもの。
追従されやすい価値。

今後、より重要になってくる顧客価値で、
世界観や意味性に繋がるもの。
いったん確立すると、模倣されにくい価値。

3価値の整合
デザイン、機能、ストーリーの3つが
つながることで、より強固な価値となる。
断裂すると、顧客は価値を感じない。

Clubけいはんなサポートサービス
夢 大 き な イ ノ ベ ー シ ョ ン を 起 こ す

関西文化学術研究都市推機構

産業・イノベーション推進室 村山宣人



機能性表示食品の届出等に関するガイドライン（改正 令和2年4月1日） P4-5

機能性表示に必要な要件

 表示しようとする機能性が以下のどちらかで示されている

① 最終製品を用いた臨床試験結果の査読付き論文

② 最終製品もしくは機能性関与成分/部品に関する査
読付き論文（システマチックレビュー）

ヒトを使った試験（ヒト試験）の

論文化にはIRB承認番号とUMIN番号が必須

• IRB承認番号：倫理委員会による試験計画承認

• UMIN番号：厚生労働省への臨床試験登録番号
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核となる考え方 仮組み 実施設計

けいはんなフィールドラボ機能性付与の伴走支援

倫理委員会
IRB番号取得

厚生労働省
UMIN番号登録

ヒト試験
Clubけいはんな

論文化
システマチック
レビュー

機能性表示申請



試験計画 ヒト試験実施 論文作成・申請

1 2 3

けいはんなフィールドラボ機能性付与の伴走支援

けいはんな学研推進機構
倫理委員会（新設）

Clubけいはんな
3700名強のボランティア

アカデミアとの連携
博士号取得支援

https://keihanna-inv-hub.jp/

けいはんなイノベーションハブウェブサイト
２０２４年９月24日リリース
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Keihanna
Science City

サポートサービスサポートサービス
クラブクラブ

〒619-0237　京都府相楽郡精華町光台1丁目7けいはんなプラザ ラボ棟3F
E-mail： rdmm@kri.or.jpRDMM支援センター

公益財団法人  関西文化学術研究都市推進機構※

産業・イノベーション推進室

※当機構は、学研都市の建設・運営を推進する公的な機関です。

https://www.kri.or.jp/conso/club_2/club.html
メールでもお申し込みいただけます

rdmm@kri.or.jp

お問合せは QR コード読込または下記 URL にアクセスお問合せは QR コード読込または下記 URL にアクセス

www.kri.or.jp/rdmm/

Clubけいはんなサポートサービスは

生活者目線を新ビジネス創出に組み

込むサービスです。

Clubけいはんなサポートサービスは

生活者目線を新ビジネス創出に組み

込むサービスです。

生活者目線を研究開発に活かし新規

事業創出に欠かせない「マーケット

の本質」をサポートします。

生活者目線を研究開発に活かし新規

事業創出に欠かせない「マーケット

の本質」をサポートします。

|  生活
者目線を研究開発に活かそう！  ||  生活
者目線を研究開発に活かそう！  |

Clubけいはんな会員の全員もしくは抽出した一部よりWeb調査で質問に答えて
頂く

企業と Clubけいはんな会員が合同で検討テーマに対する問題や解決方法を討議
しながら新産業・新事業のアイデアを創出する

Clubけいはんな会員に社会実証実験のモニターとなって頂き、実用化に向けた
意見を頂く

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に基づき、ヒトを対象
とする試験で有効性や安全性を客観的に示すためのエビデンスを取得する

Clubけいはんな会員数名のメンバーで構成し、議論しながら企業が作成した試
作品の評価を行う

インターネットアンケートインターネットアンケート

ワークショップワークショップ

ヒト試験ヒト試験

実証実験実証実験

プロトタイプ評価プロトタイプ評価

サービス内容 サービスサポート利用規約  ：  https://www.kri.or.jp/news-event/img/ClubUserAgr.pdf



私たちの目線を研究開発に活かしてください！

Clubけいはんな　サポートサービス

サポートサービス対象

けいはんなR&Dイノーベーションコンソーシアム会員企業けいはんなR&Dイノーベーションコンソーシアム会員企業
(会員企業以外も相談に応じます)(会員企業以外も相談に応じます)

サービス活動実績

インターネットアンケート 28回 
企業との合同ワークショップ 11テーマ
実証実験 7回

2017.2月～2024.10月2017.2月～2024.10月

10-30代 40-50代 60代以上

男性 9% 19% 18% 46%

女性 16% 30% 8% 54%

計 25% 49% 26% 100%

2024.9.30現在  会員数3,700名2024.9.30現在  会員数3,700名

会員属性会員属性

これまでのサポート事例

Web調査Web調査

ワークショップワークショップ

どの生活習慣が関連するか 京都スマートシティエキスポの知名度 回答者の年代

結果を
フィードバック

日常生活の中での健康との関わりについて　　　　　京都スマートシティエキスポ

けいはんなデジタルツイン住民ワークショップ
　　国土交通省スマートシティプロジェクト
　　スマートシティ実装化支援事業の一環

避難誘導アプリを使ったフィールド実証
（避難訓練）
　　社会実装化に向けての開発

実証実験実証実験

金額（千円）
（実費除く）

100～

150～

100～

300～

100～

100～

インターネットアンケート

ワークショップ

グループインタビュー

実証実験

プロトタイプ評価

研究倫理審査委員会

分担金（標準金額）

「Clubけいはんな」は生活者としての知恵と知識を研究開発に活かすサポーター組織
RDMM支援センターは、未来のものづくり・研究開発には産官学だけでなく、生活者としての住民
の方の幅広いアイデアやご意見が必要だと考えています。Clubけいはんなには「けいはんな学研都
市」を応援いただける一般住民の方に会員登録いただいています。


